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東日本大震災
○青森県・岩手県・宮城県・福
島県・茨城県・栃木県・千葉県・
新潟県・長野県
○M9.0最大震度 7 
岩手、宮城、福島県を中心と
した太平洋沿岸部に大津波
死 者19,6 8 9名（震 災 関 連
の死者を含む）／行方不明
2,563名／負傷者 6,233名

3月11日
梅雨前線・台風第８号
○長野県・宮崎県
○死者 3名／負傷者 67名

7月9日-10日
梅雨前線・台風第 9号・
台風第11号・台風第12号
○熊本県
○死者 2名／負傷者59名
※台風第11号・第12号の
被害状況のみ

6月 2日-7日
平成 28年熊本地震
○熊本県等
○M6.5最大震度 7（4月14日）
M7.3最大震度 7（4月16日）
死者 273名／負傷者 2,809名

4月14日
梅雨前線（九州北部豪
雨等）、台風第 3号
○福岡県・大分県・秋田県
○死者42名／行方不明
2名／負傷者 34名

6月7日 -7月 2 7日
梅雨前線（平成30年7月豪雨等）・
台風第5号・第6号・第7号・
第 8号
○岡山県・広島県・愛媛県
○死者 237名／行方不明 8名／負傷
者432名※7月豪雨の被害状況のみ

5月 2 0日-7月10日
梅雨前線・台風第 3号・第 5号
○長崎県・鹿児島県・熊本県
○死者 2名／行方不明1名／
負傷者11名※6月下旬の大雨、
台風第5号の被害状況のみ

6月 6日-7月 24日

梅雨前線
○熊本県・宮崎県
○死者6名／行方不明1名／負傷者10名

6月 6日-7月15日

台風第 18号
○京都府・愛媛県・大分県
○死者5名／負傷者56名

9月15日 -19日

台風第7号・台風第11号・
台風第9号・台風第10号等
○北海道・岩手県
○死者 24名／行方不明 5名／
負傷者102名

8月16日-9月1日

台風第21号
○新潟県、三重県、近畿地方
○死者 8名／負傷者 215名

10月 21日 -2 3日

台風第19号・第20号・
第21号等
○和歌山県・奈良県・大阪府・長野県・新潟県
○死者14名／負傷者 972名

8月 2 0日-9月 5日前線による豪雨・台風第10号・
第13号・第15号・第17号
○佐賀県・千葉県
○死者 8名／負傷者 280名

8月13日-9月 24日

平成 30年北海道胆振東部地震
○北海道
○M6.7最大震度 7／死者42名／
負傷者762名

9月 6日台風第 19号・第 20号及び
第 21号
○岩手県・宮城県・福島県・茨城県・栃木
県・群馬県・埼玉県・千葉県・東京都・神
奈川県・新潟県・山梨県・長野県・静岡県
○死者 99名（災害関連死者 2名）／行
方不明3名／負傷者 380名※台風第
19号の被害状況のみ

10月11日- 2 6日

台風第 24号
○鳥取県・宮崎県・鹿児島県
○死者1名／行方不明1名／負傷者195名

9月 2 8日-10月1日 台風第16号
○宮崎県・鹿児島県
○死者1名／負傷者48名

9月17日-21日

台風第 15号
○三重県
○死者1名／負傷者134名

8月 24日-2 6日

台風第 18号等
○宮城県・福島県・茨城県・栃木県
○死者 8名／負傷者 80名
※平成 27年 9月関東・東北豪雨
による被害状況

9月7日-11日

台風第11号・台風第12号・
前線による豪雨
○北海道・京都府・兵庫県・大阪府・奈
良県・広島県・徳島県・愛媛県・高知県
○死者 90名／負傷者167名

7月30日-８月25日

台風第 19号
○兵庫県
○死者 3名／負傷者 96名

10月13日-14日

平成26年11月22日の地震
○長野県
○M6.7最大震度 6弱
負傷者46名

11月22日

東
日
本
大
震
災
以
降
の
大
規
模
災
害

内閣府 防災情報のページ：過去５年の激甚災害の指定状況一覧、災害状況一覧より転載
○被害状況のデータは更新されます。

集
中
豪
雨
や
台
風
、噴
火
な
ど

の
自
然
災
害
が
毎
年
の
よ
う
に

起
こ
り
、全
国
各
地
が
大
き
な

被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。最
近
で

は
テ
ロ
や
大
規
模
事
故
な
ど
、災

害
の
種
類
も
複
雑
に
な
り
、災
害

時
の
心
配
ご
と
が
増
え
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

東
北
大
学
病
院
は
、東
日
本
大

震
災
を
経
験
し
た
大
学
病
院
と

し
て
、被
災
地
で
の
医
療
活
動
を

は
じ
め
、災
害
医
療
の
人
材
の
育

成
や
被
災
地
域
全
体
の
医
療
支

援
な
ど
、災
害
医
療
の
強
化
に

尽
力
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
進
む
一
方

で
、災
害
時
に
ま
ず
必
要
な
の

は
、自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
と

い
う
意
識
。今
回
は
、当
院
の
災

害
に
対
す
る
取
り
組
み
と
、こ
れ

か
ら
起
こ
る
災
害
に
私
た
ち
が

備
え
て
お
き
た
い
こ
と
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
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最
近
の
災
害
医
療
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

い
ま
す
か
。

久
志
本
：
東
日
本
大
震
災
ま
で
は
災
害
医
療
と
い

う
と
ほ
と
ん
ど
が
地
震
へ
の
対
応
で
し
た
。
そ
れ

が
今
は
地
震
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
も
、
地
震
以

外
の
自
然
災
害
や
人
為
災
害
へ
の
対
応
も
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

石
井
：
特
に
今
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
た
め
、
世
界
各
国
か
ら

多
数
の
観
客
が
集
ま
る
場
所
で
市
民
へ
の
テ
ロ
攻

撃
や
事
故
が
発
生
し
た
場
合
な
ど
、
人
為
災
害
へ

の
対
応
が
強
化
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

久
志
本
：
災
害
医
療
は
、
ニ
ー
ズ
と
リ
ソ
ー
ス
の
不

均
衡
な
状
態
で
の
急
性
期
医
療
を
指
し
ま
す
。
何

ら
か
の
災
害
が
起
き
て
医
療
ニ
ー
ズ
が
急
激
に
高

ま
り
、
か
つ
医
療
を
提
供
す
る
側
の
対
応
能
力
も

落
ち
て
い
る
状
態
で
す
。
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
最
小

限
に
し
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
適
切
な
医
療
を

提
供
す
る
こ
と
が
災
害
医
療
の
目
的
で
す
。
災
害

の
種
類
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
医
療
者
側
が
行

う
こ
と
の
幅
も
広
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

石
井
：
最
近
で
は
、「
災
害
医
療
」
に
「
保
健
」
の
領

域
が
追
加
さ
れ
「
災
害
保
健
医
療
」
と
呼
ぶ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
災
害
発
生
直
後
に

D
M
A
T
が
災
害
現
場
に
駆
け
つ
け
、
救
出
・
救

助
さ
れ
た
傷
病
者
の
治
療
を
行
う
と
い
う
よ
う
な

急
性
期
の
対
応
が
メ
イ
ン
で
し
た
が
、
東
日
本
大

震
災
で
避
難
が
長
期
化
す
る
と
と
も
に
、
被
害
が

広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
津
波
に
よ

る
被
災
の
特
徴
か
ら
、
災
害
発
生
直
後
を
中
心
と

し
た
活
動
で
は
全
体
に
ケ
ア
が
行
き
渡
ら
な
い
と
い

う
経
験
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
転
機
と
な
り
、

災
害
関
連
死
を
防
ぐ
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、
数

カ
月
か
ら
数
年
と
い
う
単
位
で
の
慢
性
期
ま
で
目

を
見
張
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

久
志
本
：
地
震
以
外
の
自
然
災
害
、
例
え
ば
台

風
の
よ
う
な
風
水
害
は
、
地
震
と
違
っ
て
予
測

で
き
る
災
害
で
す
。
発
生
し
た
災
害
に
対
し
て

医
療
を
行
う
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
発
生
前
か
ら

準
備
を
し
て
、
い
か
に
け
が
や
病
気
を
予
防
す
る
か

と
い
う
こ
と
も
重
要
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
の
中
で
活
躍
で
き
る
人
材
を

 

今
、力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

石
井
：
避
難
先
と
い
う
の
は
、
自
分
の
家
で
は
あ
り

ま
せ
ん
よ
ね
。
そ
う
い
っ
た
本
来
の
生
活
が
で
き

な
い
人
た
ち
が
け
が
や
病
気
を
し
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
も
災
害
保
健
医
療
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
特

に
避
難
所
で
長
期
に
わ
た
る
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
と
、
健
康
を
損
な
う
リ
ス
ク
も
上
が
り
ま
す
。

そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
現
在
、
避
難
所
の
環
境

や
医
療
ニ
ー
ズ
を
調
査
す
る
避
難
所
ア
セ
ス
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
多
数

の
避
難
所
の
環
境
や
医
療
ニ
ー
ズ
を
一
括
し
て
把

握
す
れ
ば
、
限
ら
れ
た
資
源
を
地
域
全
体
に
効
率

的
に
分
配
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
昨
年
の

台
風
19
号
で
被
災
地
と
な
っ
た
宮
城
県
丸
森
町
で

も
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

久
志
本
：
マ
ル
チ
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
の
で
、

何
か
一
つ
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
足

り
な
い
部
分
を
補
う
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
す
。
身
体
的
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
傷
病
者
へ

の
対
応
が
災
害
医
療
の
考
え
だ
っ
た
も
の
が
、
精

神
的
な
ダ
メ
ー
ジ
も
含
め
た
医
療
ケ
ア
が
必
要
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
我
々
の
よ
う
な
救
急
対
応

が
で
き
る
医
療
者
だ
け
で
な
く
、
メ
ン
タ
ル
ケ
ア

や
栄
養
へ
の
配
慮
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
専
門

家
が
災
害
医
療
に
関
わ
り
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て
対
応

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
な
か

で
有
機
的
に
動
く
こ
と
が
で
き
る
人
材
育
成
は
大

学
病
院
の
責
務
と
考
え
て
い
ま
す
。

石
井
：
災
害
は
基
本
的
に
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
な
チ
ー
ム

で
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
は
今
年
度
よ

り
、
幅
広
い
実
績
的
な
ス
キ
ル
を
持
つ
人
材
を
養
成

す
る
「
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
型
災
害
保
健
医
療
人
材
の
養

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
P
6
参
照
）
」
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
行
政
の
方
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
職
種
の
方
が
受
講
し
大
き
な
反
響
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

久
志
本
：
訓
練
に
お
い
て
も
、
C
B
R
N
E
災
害

（
※
）
や
原
子
力
災
害
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を
実

施
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
放
射
線
な
ど
の
知

識
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
専
門
知
識
を
も
ち
、
か

つ
災
害
現
場
と
い
う
本
来
の
日
常
業
務
と
違
う
と
こ

ろ
で
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ

て
協
調
性
を
も
っ
て
動
け
る
人
材
を
育
て
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

日
常
業
務
が
あ
る
中
で
、
平
時
か
ら
災
害
の

準
備
を
し
て
お
く
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
こ
に
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

石
井
：
東
日
本
大
震
災
当
時
、
私
は
石
巻
に
い
ま

し
た
が
、
真
っ
暗
で
静
ま
り
返
っ
た
夜
に
5
万
人

も
の
人
が
避
難
し
て
い
る
。
食
べ
物
が
な
い
な
か

で
助
け
を
求
め
て
い
る
人
が
い
る
。
あ
の
夜
を

繰
り
返
し
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
、
被
災
、
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
に
対
す
る
礼

今
、私
た
ち
が

備
え
る
べ
き
こ
と

対
談

※ CBRNE：C【Chemical /化学】、B【Biological /生物】、R【Radiological / 放射線】、N【Nuclear / 核】、E【Explosive / 爆発】を原因とする災害

総
合
地
域
医
療
教
育
支
援
部

部
長石

井 

正

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長

久
志
本 

成
樹
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平成 30 年文部科学省
「課題解決型高度医療人材養成プログラム」

コンダクター型災害
保健医療人材の養成プログラム

避難所アセスメントシステム
RASECC-GM

緊急被ばく医療への対応

災害対策マニュアルの整備
DMAT活動

儀
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

正
し
い
情
報
入
手
で
備
え
を

 

こ
れ
か
ら
の
災
害
に
備
え
て
、
市
民
に
伝
え

た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。 

石
井
：
正
し
い
情
報
を
入
手
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。
自
治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は

そ
れ
ら
を
ご
自
身
で
調
べ
て
く
だ
さ
い
。
自
分
の
住

ん
で
い
る
地
域
が
、
例
え
ば
津
波
が
き
た
ら
ど
う
な

る
の
か
、
地
震
が
き
た
ら
ど
う
な
る
の
か
、
ど
こ
に

避
難
所
が
あ
る
の
か
。
我
々
も
、
災
害
が
あ
れ
ば

ま
ず
や
る
の
は
地
図
上
で
の
展
開
で
す
。
マ
ジ
ッ
ク

で
書
い
て
対
策
を
立
て
て
い
き
ま
す
。

久
志
本
：
人
為
災
害
に
関
し
て
は
、
過
度
に
甘
く
見

て
も
い
け
な
い
し
、
過
度
に
恐
れ
て
も
い
け
な
い
の

で
、
や
は
り
リ
ス
ク
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す

ね
。
情
報
源
は
増
え
て
い
ま
す
か
ら
、〝
何
か
あ
っ
た

ら
な
ん
と
か
し
て
も
ら
お
う
〟
で
は
な
く
、
自
分
で

備
え
て
お
く
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

東北大学（医学系研究科・歯学研究科・災害

科学国際研究所）と福島県立医科大学との連

携事業で、津波や地震などの自然災害のみな

らず福島原発事故に代表されるCBRNE災害な

どの人為災害にも適切に対応できる能力、避

難者、被災地住民のヘルスケアをより効率的に

実行できる能力、それらの活動を多職種のチー

ムで恊働する能力、これらの技術と知識を持つ

人材を育成している。

広い地域に多数存在している避難所の医療ニ

ーズを収集し、ニーズに合わせた支援を行うた

めのシステム。各救護チームが避難所を巡回

してデータ入力した医療に必要な情報（水やト

イレ等の衛生環境、食糧、妊婦や小児科ニー

ズ等）を被災地外のサーバーに集積し、拠点

本部で閲覧・ 分析することで、各避難所の救

護ニーズを速やかに把握することができる。ス

マートフォンやタブレット等のモバイル端末から

もデータ入力が可能であるように設計されてお

り、宮城県のみならず我が国の標準的な避難

所アセスメントシステムとして活用されること

を目指している。

平成30年より当院は原子力災害拠点病院に指

定されている。原子力施設周辺住民の健康被

害、原子力施設作業者の被ばく、汚染を伴う

労働災害、あるいは偶発的な放射線事故によ

る被ばくや汚染に対し、高度被ばく医療支援セ

ンター、原子力災害医療・ 総合支援センター

と協力して被ばく患者を受け入れる医療機関と

して機能する体制を整えている。

定期的に見直しを行い、最新の状態を維持し

ている。職員が共有できるように職員用システ

ムと当院webサイトに掲載している。

当院では36名が宮城DMATに登録。災害時の

医療救護活動のほか、DMATの知識・技能維持

を図るための東北ブロックDMAT参集訓練、都道

府県ＤＭＡＴ隊員養成研修のインストラクターとし

て活躍している。（P 8参照）

東
北
大
学
病
院
の 

災
害
へ
の
備
え

https://www.dcnd.hosp.tohoku.ac.jp/

防災訓練の実施
当院で毎年実施する総合防災訓練のほかに、

「みやぎ県民防災の日」総合防災訓練、大規

模地震時医療活動訓練、宮城県9．1総合防災

訓練、仙台空港航空機事故対処総合訓練、宮

城県国民保護共同訓練など国や宮城県等の行

政や自衛隊等と連携して、防災訓練を行って

いる。

久
志
本 

成
樹 

（
く
し
も
と 

し
げ
き
）
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長

1
9
5
9
年
生
ま
れ
、
東
京
都
出
身
。
1
9
8
5
年
大
分
医
科
大
学
医
学
部

卒
業
。
1
9
8
5
年
日
本
医
科
大
学
救
急
医
学
教
室
入
局
、
日
本
医
科
大
学
付

属
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
勤
務
。1
9
8
7
年
順
天
堂
大
学
浦
安
病
院
外
科
。

1
9
8
8
年
総
合
会
津
中
央
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
。
1
9
9
0 

年
か
ら

1
9
9
1
年
米
国
ミ
ネ
ソ
タ
州
メ
イ
ヨ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
留
学
後
、
日
本
医
科
大

学
救
急
医
学
教
授
な
ど
を
経
て
、
2
0
1
0
年
11
月
よ
り
東
北
大
学
大
学
院
医

学
系
研
究
科
救
急
医
学
分
野
教
授
、
当
院
救
急
科
科
長
、
高
度
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
。

石
井 

正 

（
い
し
い 

た
だ
し
）
総
合
地
域
医
療
教
育
支
援
部 

部
長

1
9
6
3
年
生
ま
れ
。
東
京
都
出
身
。
東
北
大
学
医
学
部
卒
業
後
、
気
仙
沼
市

立
病
院
研
修
医
を
経
て
、
東
北
大
学
第
二
外
科
入
局
。
2
0
0
2
年
か
ら
石
巻

赤
十
字
病
院
第
一
外
科
部
長
、2
0
0
7
年
医
療
社
会
事
業
部
長
。
2
0
1
1

年
2
月
、
宮
城
県
か
ら
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
委
嘱
さ
れ
た
直
後
、

東
日
本
大
震
災
が
発
生
。
石
巻
圏
合
同
救
護
チ
ー
ム
を
指
揮
し
、
石
巻
の
医
療

崩
壊
を
救
っ
た
。
2
0
1
2
年
10
月
、
東
北
大
学
病
院
総
合
地
域
教
育
支
援
部

教
授
に
就
任
し
地
域
医
療
体
制
の
整
備
に
携
わ
る
。
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安
全
確
認
と
、

情
報
共
有
を
心
掛
け
て

被
災
地
で
活
動
で
き
る

万
全
の
準
備
を

チ
ー
ム
編
成

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
、
医
師
、
看
護
師
、
業
務
調
整
員

（
事
務
職
）
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
１
チ
ー
ム
は
約

５
名
で
す
。（
例
：
医
師
１
名
、看
護
師
２
名
、事
務
職

員
１
名
な
ど
）
普
段
は
他
の
医
療
従
者
と
同
様
に

通
常
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
災
害
発
生
時

に
召
集
さ
れ
て
災
害
現
場
で
活
動
し
ま
す
。

D
M
A
T
隊
員
に
な
る
に
は

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
指
定
医
療
機
関
に
勤
務
し
て
い

る
こ
と
、
厚
生
労
働
省
ま
た
は
都
道
府
県
が

実
施
す
る
研
修
を
受
講
し
合
格
し
て
い
る
こ

と
が
条
件
で
す
。

先
輩
か
ら
災
害
時
に
看
護
師
に
で
き
る
こ
と
が
あ
る
と
聞
い
て

志
望
し
ま
し
た
。
出
動
時
に
大
切
な
の
は
万
全
な
準
備
で
す
。

必
要
な
資
機
材
や
装
備
の
収
集
は
も
ち
ろ
ん
、
安
全
に
活
動
で

き
る
よ
う
「
冷
静
に
・
落
ち
着
い
て
」
一
つ
一
つ
確
認
し
な
が

ら
、
周
囲
と
の
情
報
共
有
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
台
風
19
号
で

透
析
患
者
さ
ん
を
自
衛
隊
車
両
ま
で
搬
送
す
る
任
務
を
経
験

し
ま
し
た
。
患
者
さ
ん

の
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ

ク
を
し
て
い
た
と
き
、

患
者
さ
ん
一
人
ひ
と

り
に
「
す
ぐ
に
帰
っ
て

こ
ら
れ
る
か
ら
、
申
し

訳
な
い
け
ど
少
し
頑
張

っ
て
」
と
声
を
掛
け
て

ま
わ
る
現
地
の
病
院

長
の
姿
が
印
象
的
で

し
た
。

学
生
時
代
に
災
害
医

学
に
関
す
る
講
義
を

受
け
、
被
災
病
院
や

被
災
者
を
支
え
る

活
動
に
憧
れ
て
隊
員

を
志
望
し
ま
し
た
。

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な

状
況
で
も
万
全
に
活

動
で
き
る
よ
う
資
機

材
の
準
備
と
情
報
収

集
を
徹
底
し
て
い
ま

す
。
慌
た
だ
し
い
状
況
で
他
施
設
の
隊
員
と
や
り
取
り
す
る
た

め
、
相
手
に
不
快
感
を
与
え
な
い
関
わ
り
や
す
い
対
応
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。
台
風
19
号
で
県
内
の
医
療
ニ
ー
ズ
の
吸
い
上
げ
や

参
集
し
た
D
M
A
T
の
管
理
を
担
当
し
ま
し
た
。
今
後
も
他
施

設
の
隊
員
と
共
に
学
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
や
知
識
を
吸
収
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

齋
藤 

茜

所
属
：
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

職
種
：
看
護
師

入
隊
時
期
：
2
0
0
7
年

D
M
A
T
に
お
け
る
役
割
：
看
護
師
、
医
療
資
機
材
担
当

小
笠
原 

亮
太

所
属
：
診
療
技
術
部 

臨
床
工
学
部
門

職
種
：
臨
床
工
学
技
士

入
隊
時
期
：
2
0
1
9
年
2
月

D
M
A
T
に
お
け
る
役
割
：
業
務
調
整
員
（
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
）

D
M
A
T
事
務
局

2
調整

1
要請

3
要請

被
災
都
道
府
県

被
災
地
以
外
の
都
道
府
県

災
害
拠
点
病
院
な
ど 被

災
地

4  派遣

東北大学病院

災害派遣医療チーム   Disaster Medical Assistance Team
災害発生からおよそ 48時間以内から活動できる機動性を持った、専門的な訓練を受けた医療チーム
です。災害現場での医療活動に加え、被災地病院支援や被災地外への患者搬送なども担います。

DMAT
（ディーマット）

とは

派
遣
の
流
れ

被
災
地
の
都
道
府
県
が
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
事
務
局
、

都
道
府
県
を
通
し
て
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
指
定
医
療

機
関
に
派
遣
を
要
請
し
ま
す
。

チ
ー
ム
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

最
大
限
に

安
全
に
、

冷
静
に
ベ
ス
ト
を
尽
く
す

１
９
９
５
年
の
阪
神

淡
路
大
震
災
を
現

地
で
被
災
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
隊
員

を
志
し
ま
し
た
。
今

は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

メ
ン
バ
ー
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
最
大
限

に
引
き
出
す
こ
と

を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
過
酷
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
あ
る
こ
と

が
多
い
た
め
、
メ
ン
バ
ー
の
体
調
や
心
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
適

切
に
保
つ
配
慮
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
熊
本
地
震
で
は
、
通
信

手
段
を
確
保
で
き
ず
本
部
へ
の
報
告
が
遅
れ
、
関
係
各
所
に

心
配
を
掛
け
ま
し
た
。
病
院
に
残
っ
て
活
動
を
支
え
る
他
の
ス

タ
ッ
フ
や
上
司
に
不
要
な
心
配
を
掛
け
な
い
よ
う
に
普
段
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
見
据
え
た

準
備
を
怠
ら
な
い
よ
う
に

心
掛
け
て
い
ま
す
。

救
急
科
医
と
し
て
の
技
術
や
経
験
を
発
揮
で
き
る
と
考
え
、
隊

員
に
な
り
ま
し
た
。
安
全
に
、
冷
静
に
、
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。
危

険
で
劣
悪
な
現
場
で
我
々
が
傷
病
者
と
な
る
二
次
災
害
は
絶
対

に
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
状
況
が
深
刻
に
な
る
に
つ
れ
て
視
野

も
狭
く
な
り
ま
す
が
、
冷
静
に
状
況
を
把
握
し
、
チ
ー
ム
の
ベ
ス

ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
出
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま

す
。
台
風
19
号
で
は
被

災
病
院
の
入
院
患
者

さ
ん
を
分
散
転
院
さ

せ
る
病
院
避
難
を
経

験
し
ま
し
た
。
他
院

D
M
A
T
、
自
衛
隊
や

消
防
と
連
携
し
無
事

任
務
を
完
遂
す
る
こ

と
が
で
き
、
被
災
病
院

の
院
長
や
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
に
お
礼
を
言
わ

れ
た
と
き
は
感
極
ま

り
ま
し
た
。

藤
田 

基
生

所
属
：
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

職
種
：
医
師

入
隊
時
期
：
2
0
1
1
年

D
M
A
T
に
お
け
る
役
割
：

統
括
D
M
A
T
、
D
M
A
T
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

谷
河 

篤

所
属
：
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

職
種
：
医
師

入
隊
時
期
：
2
0
1
9
年
2
月

D
M
A
T
に
お
け
る
役
割
：

診
療
リ
ー
ダ
ー
、
統
括
D
M
A
T
の
補
佐

当院の
DMAT 隊員を
ご紹介します。
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常
備
薬
の
管
理

感
染
症
対
策

メ
ン
タ
ル
ケ
ア

避
難
後
も
救
助
が
来
る
ま
で
一
週
間
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

長
期
化
す
る
避
難
所
生
活
で
の
備
え
も
大
切
で
す
。

大
切
な
予
防
の
心
掛
け

● 

食
事
は
可
能
な
限
り
加
熱
し
た
も
の
を

と
り
ま
し
ょ
う
。

● 

安
心
し
て
飲
め
る
水
だ
け
飲
用
と
し
、

き
れ
い
な
コ
ッ
プ
で
飲
み
ま
し
ょ
う
。

● 

ご
は
ん
の
前
、
ト
イ
レ
の
後
に
は
手
を
洗

い
ま
し
ょ
う
（
水
や
ア
ル
コ
ー
ル
手
指
消
毒

薬
で
洗
っ
て
く
だ
さ
い
）
。

● 

お
む
つ
は
所
定
の
場
所
に
捨
て
て
、
よ

く
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

症
状
が
あ
る
と
き
は

●  

咳
の
と
き
は
、
周
り
に
飛
ば
さ
な
い
よ
う
に

口
を
お
お
い
ま
し
ょ
う
。

●  

熱
っ
ぽ
い
、
の
ど
が
痛
い
、
咳
、
け
が
、

嘔
吐
、
下
痢
な
ど
の
症
状
が
あ
り
、
ま

わ
り
に
も
同
様
の
症
状
が
増
え
て
い
る

と
き
は
、
医
師
や
看
護
師
、
代
表
の
方
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●  

熱
や
咳
が
出
て
い
る
人
、
介
護
す
る
人
は

な
る
べ
く
マ
ス
ク
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ト
イ
レ
の
衛
生
管
理

●   

ト
イ
レ
前
に
は
、
速
乾
性
ア
ル
コ
ー
ル
手

指
消
毒
薬
を
設
置
し
て
、
手
指
衛
生
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

● 

清
掃
時
に
は
、マ
ス
ク
と
使
い
捨
て
の
ゴ

ム
手
袋
を
着
用
し
、
消
毒
薬
を
用
い
て

ド
ア
ノ
ブ
→
手
す
り
→
水
洗
レ
バ
ー
→

タ
ン
ク
→
フ
タ
→
便
座
→
便
器
→
床
の

順
で
拭
き
ま
す
。

●   

複
数
の
ト
イ
レ
を
掃
除
す
る
場
合
は
、
便

器
の
清
掃
は
ま
と
め
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

●   

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
補
充
す
る
と
き

は
手
袋
は
外
し
ま
す
。
最
後
に
手
洗
い

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●  

お
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
ま
し
ょ
う
。

● 

誰
で
も
、
不
安
や
心
配
に
な
り
ま
す

が
、
多
く
は
徐
々
に
回
復
し
ま
す
。

● 

眠
れ
な
く
て
も
、
横
に
な
る
だ
け
で

休
め
ま
す
。

● 

つ
ら
い
気
持
ち
は
「
治
す
」
と
い
う
よ

り
「
支
え
合
う
」
こ
と
が
大
切
で
す
。

● 

無
理
を
し
な
い
で
、
身
近
な
人
や
専

門
家
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
に
つ
い
て

●  

で
き
る
だ
け
子
ど
も
を
一
人
に
せ

ず
、
安
心
感
・
安
全
感
を
与
え
ま

し
ょ
う
。

●  

抱
っ
こ
や
痛
い
と
こ
ろ
を
さ
す
る

な
ど
、
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
増
や
し
ま

し
ょ
う
。

● 

赤
ち
ゃ
ん
返
り
・
依
存
・
わ
が
ま

ま
な
ど
が
現
れ
ま
す
。
受
け
止
め
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

● 

十
分
な
運
動
を
し
な
か
っ
た
り
、
車
内
に
長
時
間

座
っ
た
ま
ま
で
足
を
動
か
さ
な
い
と
、
足
に
血
栓

が
で
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
血
栓
が
血
管
を
流
れ

て
肺
に
到
達
す
る
と
肺
塞
栓
な
ど
が
起
き
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

●  

ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う
、
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
す

る
、
眠
る
と
き
は
足
を
上
げ
る
な
ど
を
行
い
ま
し

ょ
う
。（
Ｐ
18
「
か
ん
た
ん
ス
ト
レ
ッ
チ
」
参
照
。
）

●  

必
要
な
薬
を
ス
ム
ー
ズ
に
処
方
さ
れ
る
よ
う
に

お
薬
手
帳
を
手
元
に
置
い
て
お
く
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

● 

遠
く
に
住
む
親
戚
に
コ
ピ
ー
を
預
け
た
り
、
携
帯

電
話
な
ど
に
情
報
を
入
力
し
た
り
写
真
を
撮
っ

て
お
く
と
安
心
で
す
。

避
難
所
で
の
心
掛
け

（東北感染制御ネットワークホームページより）

（
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
る
た
め
に
」
よ
り
抜
粋
）

次
の
症
状
が
あ
る
場
合
に
は
、

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
で
き

る
よ
う
に
、
医
師
や
避
難
所
の

方
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

● 

咳
が
ひ
ど
い
、 

 
 

黄
色
い
痰
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

● 

息
苦
し
い
場
合
、
呼
吸
が
荒
い
。

● 

ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
、
顔
色
が
悪
い
。

エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群

●  

子
ど
も
、
妊
産
婦
、
お
年
寄
り
、
医
療
サ
ポ
ー
ト

が
必
要
な
方
は
、
設
置
さ
れ
て
い
る
避
難
所
の
責

任
者
の
方
に
サ
ポ
ー
ト
を
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

お
手
伝
い
が
必
要
な
場
合
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仕
事
を
す
る
上
で
心
掛
け
て
い
る
の
は
、
自
分

の
健
康
、
そ
し
て
一
緒
に
働
く
ス
タ
ッ
フ
を
大
切

に
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
こ
と
が
、
的
確
に
丁
寧
に

業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
そ
の
先
に

い
ら
っ
し
ゃ
る
患
者
さ
ん
を
思
い
や
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

輸
血
が
必
要
と
さ
れ
る
状
況
は
さ
ま
ざ
ま
で
、

緊
急
性
の
高
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
事
前
の

検
査
で
輸
血
す
る
製
剤
の
選
択
が
難
し
い
場
合
、

少
し
で
も
安
全
な
製
剤
は
何
か
と
、
知
識
、
経
験
、

検
査
結
果
な
ど
を
総
動
員
し
て
判
断
し
ま
す
。
緊

急
事
態
は
起
こ
ら
な
い
こ
と
が
一
番
で
す
が
、
い

つ
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
平
常
時
か
ら
知
識

を
蓄
え
技
術
を
磨
い
て
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

i ro  i ro  i r you常
に
技
術
を
磨
い
て 

成田 香魚子 なりた あゆこ

輸血・細胞治療部　主任臨床検査技師

輸
血
・
細
胞
治
療
部
の
仕
事
は
大
き
く
２
つ
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
一
つ
は
、
手
術
な
ど
で
輸
血
を

必
要
と
す
る
患
者
さ
ん
の
た
め
に
血
液
を
準
備
す

る
こ
と
で
す
。
献
血
で
ご
提
供
い
た
だ
い
た
血
液

や
自
分
の
血
液
を
貯
血
し
て
輸
血
す
る
自
己
血

は
、
患
者
さ
ん
の
体
に
入
る
ま
で
の
間
、
適
切
に

管
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
輸
血
の
前

に
患
者
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
抗
体
な
ど
と
マ
ッ
チ

ン
グ
す
る
検
査
や
、
輸
血
後
に
副
作
用
な
ど
が
生

じ
た
場
合
は
遡
っ
て
調
査
が
で
き
る
よ
う
に
記
録

を
20
年
間
保
管
す
る
作
業
も
担
い
ま
す
。
も
う
一

つ
は
、「
細
胞
治
療
」
の
分
野
で
す
。
白
血
病
や
リ

ン
パ
腫
の
治
療
に
使
う
造
血
幹
細
胞
や
リ
ン
パ
球

の
採
取
と
保
管
を
行
い
ま
す
。
以
前
は
輸
血
の
管

理
が
メ
イ
ン
で
し
た
が
、
最
近
は
再
生
医
療
関
連

で
細
胞
を
扱
う
仕
事
の
幅
が
広
が
っ
て
き
て
い
る

印
象
が
あ
り
ま
す
。
医
師
や
看
護
師
、
臨
床
工
学

士
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
職

種
と
連
携
し
な
が
ら
、
ま
た
献
血
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
の
存
在
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
業
務
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

以
前
に
担
当
し
て
い
た
業
務
で
は
、
患
者
さ
ん

の
採
血
に
立
ち
会
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
お
子

さ
ん
の
場
合
は
待
ち
時
間
に
飽
き
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
っ
た
の
で
、
折
り
紙
を
作
っ
て
一
緒
に
遊
ぶ

こ
と
も
。
担
当
が
変
わ
り
、
最
近
で
は
患
者
さ
ん
と

接
す
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
輸
血

を
し
た
患
者
さ
ん
が
回
復
し
て
退
院
し
た
こ
と
を

ス
タ
ッ
フ
伝
え
に
聞
く
と
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

東
北
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
衛
生
技
術
学
科
（
現
東
北
大

学
医
学
部
保
健
学
科
）
卒
。
昭
和
59
年
入
職
。
高
校
の
先
輩
が

医
療
技
術
系
の
進
路
を
選
ん
だ
こ
と
か
ら
臨
床
検
査
技
師
の
職

業
に
関
心
を
持
つ
。
現
在
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
が
メ
イ
ン
だ

け
れ
ど
、現
場
で
手
を
動
か
す
ほ
う
が
好
き
。
趣
味
は
山
歩
き
。

近
場
で
は
泉
ヶ
岳
、
夏
休
み
な
ど
に
は
長
期
遠
征
に
出
掛
け
る
。 

成
田 

香
魚
子
（
な
り
た 

あ
ゆ
こ
）



東北大学病院広報誌「へっそ」 2615 14

「
急
性
根こ

ん

せ

ん

せ

い

尖
性
歯し

周し
ゅ
う

炎え

ん

」

時
は
２
０
０
２
年
、
留
学
先
で
あ
る
ボ
ス

ト
ン
で
の
出
来
事
で
あ
る
。
よ
う
や
く
実

験
室
の
環
境
に
も
慣
れ
、
ボ
ス
に
言
わ
れ
た

実
験
を
し
こ
し
こ
行
っ
て
い
た
あ
る
日
、
右

下
の
顎
に
「
ム
ズ
ム
ズ
」
と
違
和
感
を
感
じ

た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
歯
の
痛
み
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
渡
米
前
に
エ
ッ
ク
ス
線
検

査
で
虫
歯
の
有
無
は
チ
ェ
ッ
ク
し
た
は
ず

だ
っ
た
。
あ
っ
ま
さ
か
！！ 

あ
の
歯
か
？ 

そ

う
だ
確
か
右
下
の
奥
歯
の
根
の
先
に
影
が
あ

庄
司
憲
明 

口
腔
診
断
科

る
歯
が
1
本
あ
っ
た
。
15
年
以
上
何
も
症
状

が
な
か
っ
た
の
で
治
療
の
必
要
性
は
感
じ
て

い
な
か
っ
た
。
ト
ン
ト
ン
と
指
先
で
、
痛
み

を
感
じ
る
歯
を
叩
い
て
み
る
。
思
っ
た
通
り

あ
の
歯
だ
。
痛
み
が
ど
ん
ど
ん
強
く
な
っ
て

く
る
。
さ
あ
ど
う
す
る
。
海
外
旅
行
傷
害
保

険
に
は
加
入
し
て
い
る
が
歯
科
診
療
は
含
ま

れ
て
い
な
い
。
根
の
治
療
（
ル
ー
ト
キ
ャ
ナ

ル

：root canal

）
は
お
そ
ら
く
10
万
円
以

上
は
か
か
る
は
ず
。
混
乱
し
て
い
る
う
ち
に

痛
み
が
心
臓
の
動
悸
と
同
調
し
て
き
た
。
こ

れ
が
拍
動
痛
か
。
冷
や
汗
が
出
て
き
た
。
そ

う
だ
と
り
あ
え
ず
、
手
元
に
あ
る
抗
菌
薬
と

鎮
痛
薬
を
飲
も
う
。

薬
が
全
く
効
か
な
い
。
歯
が
痛
く
な
る
な

ん
て
、
や
ら
か
し
ち
ま
っ
た
。
悪
い
夢
な
ら

ば
覚
め
て
く
れ
。
歯
医
者
に
行
く
し
か
な
い

か
。
ど
こ
の
診
療
所
に
行
っ
て
何
を
す
れ
ば

よ
い
の
か
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
。
家
賃
も

か
な
り
高
い
の
に
思
わ
ぬ
出
費
だ
。
あ
っ
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
歯
学
部
に
入
り
直
し
た
１

年
後
輩
（
女
性
）
が
い
る
の
を
思
い
出
し
た
。

恥
を
忍
ん
で
早
速
治
療
を
お
願
い
し
よ
う
。

と
い
う
こ
と
で
後
輩
に
連
絡
し
た
と
こ

ろ
、
快
く
治
療
の
手
配
を
進
め
て
く
れ
た
。

日
本
人
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
で
岩
手
医
科
大

学
出
身
の
女
性
教
員
（
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ー
）

を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
す
ぐ
予
約
を
取
り
付

け
、
応
急
処
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

銀
歯
が
削
り
取
ら
れ
根
管
治
療
用
器
具
で

根
管
充
填
材
を
除
去
さ
れ
る
や
い
な
や
口

の
中
に
悪
臭
が
充
満
し
（
排は
い
の
う膿
し
）、
同
時

に
痛
み
が
引
い
て
き
た
。
助
か
っ
た
。
ボ
ス

ト
ン
に
歯
科
医
の
知
り
合
い
が
い
て
本
当

に
良
か
っ
た
。

歯
に
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
時
、
歯
科
医
院

の
選
択
は
日
本
で
も
難
し
い
。
海
外
、
特
に

ア
メ
リ
カ
で
は
「
歯
科
医
院
選
び
」
の
み
な

ら
ず
高
額
な
治
療
費
が
問
題
に
な
る
。
日
本

で
は
１
９
５
８
年
に
国
民
健
康
保
険
法
が
制

定
さ
れ
、
61
年
に
全
国
の
市
町
村
で
国
民
健

康
保
険
事
業
が
始
ま
り
、「
い
つ
で
も
」「
ど

こ
で
も
」「
誰
で
も
」
が
保
険
医
療
を
受
け
ら

れ
る
体
制
が
確
立
し
た
。
一
方
、
ア
メ
リ
カ

の
診
療
は
自
由
診
療
が
基
本
で
あ
る
。
さ
ら

に
日
本
で
は
、
料
金
（
診
療
報
酬
）
は
研
修

医
で
も
専
門
医
で
も
教
授
で
も
定
額
で
あ

る
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
大
ま
か
に
学
生
、
医

員
（resident

）、
一
般
医
（
Ｇ
Ｐ
）、
専
門
医

（specialist

） 

の
４
段
階
に
分
か
れ
て
い

る
。
例
え
ば
大だ
い
き
ゅ
う
し

臼
歯
部
の
ル
ー
ト
キ
ャ
ナ
ル

は
、
日
本
で
は
1
本
1
万
円
以
下
で
負
担
額

は
3
千
円
程
度
（
3
割
負
担
の
場
合
）
で
あ

る
。
一
方
ボ
ス
ト
ン
で
は
、
7
万
円（
学
生
）、

11
万
円
（
医
員
）、
16
万
5
千
円
（
一
般
医
）、 

22
万
円
（
専
門
医
）
の
4
段
階
と
な
っ
て
い

る
（
前
述
の
後
輩
か
ら
の
最
新
情
報

：

1$
＝

１
１
０
円
で
換
算
）。
民
間
の
保
険
に
加
入

で
き
る
が
治
療
費
全
額
が
支
払
わ
れ
る
訳
で

は
な
く
、
掛
け
金
も
高
額
な
の
で
出
費
は
高

額
と
な
る
。
海
外
に
住
む
日
本
人
が
歯
の
治

療
の
た
め
に
帰
国
す
る
こ
と
は
理
に
か
な
っ

て
い
る
。

根
尖
性
歯
周
炎
は
、
虫
歯
の
進
行
に
よ
り

歯
髄
（
神
経
組
織
な
ど
）
が
腐
敗
し
、
細
菌

感
染
が
根
管
を
通
じ
て
根
尖
歯
周
組
織
に

波
及
す
る
こ
と
で
惹じ

ゃ
っ
き起

さ
れ
る
。
健
康
で
抵

庄
司
憲
明
（
し
ょ
う
じ
・
の
り
あ
き
）

1
9
6
3
年
生
ま
れ
。
福
島
県
出
身
。
1
9
8
9
年
東
北

大
学
歯
学
部
卒
業
後
、
1
9
9
4
年
東
北
大
学
歯
学
部
附

属
病
院
助
手
を
経
て
、
1
9
9
9
年
東
北
大
学
歯
学
部
附

属
病
院
講
師
に
就
任
。 

2
0
0
0
年
同
院
口
腔
診
断
科
医

局
長
に
就
任 

、
2
0
0
2
年
米
国
フ
ォ
ー
サ
イ
ス
研
究
所

に
文
部
科
学
省
在
外
研
究
員
と
し
て
留
学
。
2
0
1
0
年

当
院
口
腔
診
断
科
講
師
に
就
任
。

抗
力
が
あ
る
と
き
は
無
症
状
で
あ
る
が
、
病

気
や
疲
労
な
ど
に
よ
る
免
疫
低
下
や
ス
ト
レ

ス
に
誘
発
さ
れ
る
歯
ぎ
し
り
、
食
い
し
ば
り

に
よ
る
罹
患
歯
へ
の
外
力
の
た
め
急
性
転

化
（
フ
レ
ア
ア
ッ
プ
）
す
る
。
現
在
、
当
院
周

術
期
口
腔
支
援
セ
ン
タ
ー
で
周
術
期
患
者
に

対
し
感
染
巣
精
査
を
施
行
し
て
い
る
が
、
急

性
転
化
を
予
想
さ
せ
る
根
尖
性
歯
周
炎
な
ど

の
感
染
巣
の
有
無
を
確
認
し
、
根
の
治
療
や

抜
歯
の
適
否
に
つ
い
て
診
断
す
る
こ
と
が
目

的
で
あ
る
。
健
常
者
も
症
状
が
な
い
か
ら
と

い
っ
て
根
尖
性
歯
周
炎
（
の
歯
）
を
放
置
し

て
は
い
け
な
い
。

―
３
時
間
後
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he s s o  c o l umnhe s s o  c o l umn

高
校
時
代
、ラ
ン
ニ
ン
グ
中
に
倒
れ
た
部
活
の
先
輩
に
何
も
で

き
な
か
っ
た
と
い
う
経
験
か
ら
、
緊
急
時
に
対
応
で
き
る
人
に

な
り
た
い
と
思
い
医
療
を
志
し
ま
し
た
。
今
は
知
識
が
足
ら

ず
、
忙
し
く
働
く
上
級
医
の
戦
力
に
な
れ
な
い
無
力
感
を
感

じ
る
日
々
で
す
。
そ
ん
な
中
で
も
時
間
を
か
け
て
話
を
聞
い
て

関
わ
っ
た
患
者
さ
ん
か
ら
「
気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た
、
あ
り
が

と
う
」
と
言
葉
を
い
た
だ
い
た
と
き
は
、
私
は
医
者
を
目
指

し
て
正
解
だ
っ
た
ん
だ
と
答
え
を
も
ら
っ
た
よ
う
な
嬉
し
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
東
北
大
学
病
院
は
、
手
技
を
研
鑽
で
き
る

施
設
が
充
実
し
、
地
域
の
研
修
先
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む
た
め

自
分
次
第
で
い
く
ら
で
も
学
べ
ま
す
。
慣
れ
な
い
環
境
で
、
ど

れ
だ
け
世
界
を
広
げ
ら
れ
る
か
、
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

麻
酔
科 

 

救
急
科 

 

脳
神
経
内
科 

 

血
液
・
免
疫
科

研
修
ロ
ー
テ
ー
ト

ど
れ
だ
け
自
分
の
世
界
を

広
げ
ら
れ
る
か
挑
戦
し
た
い

研修医研修医
GOGOGOGO

初期臨床研修 1 年目
渡邉 万葉

「
受
け
口
」
や
「
出
っ
歯
」
と
い
っ
た
症

状
に
は
、
歯
並
び
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
そ
の
土
台
と
な
る
骨
格
の
位
置
か

ら
発
症
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
顔
が
左
右
非
対
称
で
歪
ん
で
い

る
こ
と
も
顎
の
骨
の
形
態
異
常
か
ら
生

じ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
治
療
に
は
歯
の
矯
正
と
手
術
を
組

み
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
、一
貫
し
た

治
療
と
し
て
保
険
が
効
き
ま
す
。
良
い

咬
み
合
わ
せ
を
獲
得
し
つ
つ
、
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
顔
に
な
る
こ
と
で
、
健
康
的

な
日
常
生
活
を
長
く
送
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

「顎の変形と
顔のゆがみ」

テーマ

デンタル先生

歯科顎口腔外科　山内 健介

お口のお悩み解決します
「
通
信
技
術
を
活
用
し
た
健
康
増

進
、
医
療
に
関
す
る
行
為
」
を
遠
隔

医
療
と
い
い
ま
す
（
厚
生
労
働
省
「
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
の
適
切
な
実
施
に
関
す
る
指

針
」
よ
り
）。
遠
隔
医
療
の
う
ち
、ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
の
ビ
デ
オ
通
話
な
ど
を
使

っ
て
医
師
と
患
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
し
て
、
診
察
・
診
断
を
行
い
、

診
断
結
果
の
伝
達
や
処
方
な
ど
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
行
う
こ
と
を
オ
ン
ラ

イ
ン（
遠
隔
）
診
療
と
呼
び
ま
す
。

い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
？

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は
、
こ
れ
ま
で
離
島

や
へ
き
地
の
患
者
な
ど
限
定
的
に
行

わ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
た

め
明
確
な
基
準
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
平
成
３０
年
３
月
に
厚
生
労

働
省
が
「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
適
切

な
実
施
に
関
す
る
指
針
」
を
発
表

テ
ー
マ

て
ん
か
ん
科 

教
授

病
院
長
特
別
補
佐

中
里 

信
和

「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
」し

、
同
年
4
月
よ
り
一
部
の
疾
患
が

保
険
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

病
院
に
行
か
な
く
て
も
い
い
の
？

初
診
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
な
く
対
面

で
診
察
を
受
け
る
の
が
原
則
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
険
診
療
で
受

け
ら
れ
る
疾
患
は
、
高
血
圧
や
糖
尿

病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
、
難
病
、
て

ん
か
ん
、
小
児
特
定
疾
患
な
ど
に
限

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
長
期
間

の
医
学
的
な
管
理
が
必
要
で
あ
る

が
病
態
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
、
初

診
か
ら
6
カ
月
間
は
同
一
の
医
師
に

よ
る
対
面
診
療
を
実
施
し
て
い
る
こ

医
療

今
注
目
の
医
療
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す

「
ス
タ
ッ
フ
が
厳
選

  

季
節
の
フ
ル
ー
ツ
」

柑
橘
類
を
中
心
に
旬
の
フ
ル
ー
ツ
の
ほ

か
、
手
軽
に
食
べ
ら
れ
る
ド
ラ
イ
フ
ル
ー

ツ
、
ジ
ュ
ー
ス
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

カ
タ
ロ
グ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
掲
載

の
フ
ル
ー
ツ
ロ
ー
ル
、
フ
ル
ー
ツ
タ
ル
ト
、

フ
ル
ー
ツ
イ
ン
ゼ
リ
ー
な
ど
の
商
品
も
お

取
り
寄
せ
で
き
ま
す
。

営
業
時
間

月
〜
金  

8
時
30
分
〜
18
時

土
・
祝  

9
時
〜
17
時

日
曜
日
：
定
休

※
病
棟
内
へ
の
配
達
、
全
国
発
送
サ
ー
ビ
ス

あ
り
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
、
ｄ
ポ
イ
ン

ト
利
用
可
。

ONLINE SHOP：http://shop.itagaki-jp.com/shop/

オンライン・セカンドオピニオン外来について：http: //www.epilepsy.med.tohoku.ac.jp/download/Online_2ndOp.pdf

果
実
店

い
た
が
き

ホ
ス
ピ
タ
ル
モ
ー
ル

と
、
緊
急
時
に
お
お
む
ね
３０
分
以
内

に
対
面
診
療
が
可
能
な
こ
と
な
ど
の

要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
禁
煙
外
来
、
緊
急
避
妊
薬

の
処
方
な
ど
は
条
件
付
き
で
対
面

診
療
を
経
ず
に
最
初
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
診
察
が
認
め
ら
れ
て
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。

東
北
大
学
病
院
で
は
？

て
ん
か
ん
科
で
は
、
2
0
1
2
年
か

ら
気
仙
沼
市
立
病
院
と
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
、
て
ん
か

ん
患
者
さ
ん
の
診
察
を
支
援
し
て
き

た
経
験
を
活
か
し
、
2
0
1
9
年

5
月
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
・
セ
カ
ン
ド
オ

ピ
ニ
オ
ン
外
来
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

全
国
の
患
者
さ
ん
に
対
し
、
て
ん
か

ん
の
専
門
医
に
よ
る
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ

オ
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
詳
細
は
て

ん
か
ん
科
W
e
b
サ
イ
ト
参
照
）。
ま
た

移
植
医
療
の
同
意
取
得
の
一
部
に
も

導
入
し
て
い
ま
す
。
遠
隔
画
像
診
断

な
ど
も
含
め
た
遠
隔
医
療
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
医
師
不
足
な
ど
東

北
地
区
が
抱
え
る
医

療
課
題
の
解
決
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

漢
方
内
科  

齊
藤 

奈
津
美

自
分
の
体
と
向
き
合
う

立
春
を
す
ぎ
、
冷
た
く
乾
い
た
空
気
と
温
か

な
空
気
の
寒
暖
差
に
晒
さ
れ
た
り
、
春
風
で
舞

い
上
が
る
花
粉
や
埃
を
吸
い
込
ん
だ
り
と
、
の

ど
に
負
担
の
か
か
り
や
す
い
時
期
に
な
り
ま
し

た
。
こ
う
い
う
時
こ
そ
の
ど
の
潤
い
を
保
つ
こ
と

が
大
切
で
、
こ
ま
め
な
う
が
い
は
と
て
も
大
切
で

す
。
し
か
し
そ
れ
で
も
の
ど
が
痛
く
な
っ
た
時
に

は
、
鎮ち
ん
が
い
き
ょ
た
ん

咳
去
痰
作
用
や
消
炎
排
膿
作
用
の
あ
る

桔き
き
ょ
う梗

や
、
消
炎
作
用
の
あ
る
甘か
ん
ぞ
う草

の
入
っ
た
桔

梗
湯
を
よ
く
使
い
ま
す
。
熱
感
の
強
い
痛
み
に
は

甘
草
で
は
な
く
解
熱
作
用
の
あ
る
石せ
っ
こ
う膏

の
入
っ

た
桔
梗
石
膏
と
い
っ
た
漢
方
薬
を
用
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
但
し
、
扁
桃
が
腫
れ
て
い
る
時
に
は

抗
菌
薬
治
療
が
必
要
な
溶
連
菌
感
染
症
な
ど

の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
の

先
生
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

「
の
ど
の
痛
み
に
漢
方
薬
」

テ
ー
マ

源治、はま屋、定禅寺
通り、蔵王、みちのく
杜 の 湖 畔 公 園、塩 釜
の亀喜寿司、ジャズス
ナックのKABO。

お気に入りスポットQ1

交通アクセスの良さ。
東京や広島まで週末旅
行に出かけることも。

仙台の魅力Q2

1994年生まれ
東京都出身
北里大学医学部卒業

Profile

宝島吹奏楽団、おいし
いもの探し。

趣味Q3

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
っ
て
何
で
す
か
？
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11月 14日、総合防災

訓練を実施しました。

今回は、2020年の東

京オリンピックを見

据 え たCBRNE 災 害

対応訓練で災害現場で放射線が検出されたという

想定のもと、医師、歯科医師、看護師、医学部学生な

ど、約 300名が参加しました。今回の訓練で明らか

になった課題を改善するとともに、毎年、総合防災

訓練を実施し、災害発生時の体制を更に強化してま

いります。

クラウドファンディング東北大学病院オリジナル「野菜を

食べる副菜レシピ」を広めたい！は、1 2月 2 6日に受付を

終了し、プロジェクトは

成立いたしました。多

大なご支 援を賜りまし

たこと、厚く御礼を申し

1月1日、国 内 病 院 初

の試みとなる「オー

プン・ベッド・ラボ

（OPEN BED Lab）」

を開設しました。当

院の旧病床機能を研究開発実証フィールドとして企

業に貸与し、医療現場の視点を取り入れた共同研究開

発を実施します。さらに同日、当院内における AI開

発支援を目的とした「AIラボ」を開設。これまで積

み上げてきた独創的な社会化・実用化支援、産学連

携の実績を基盤とし、オープン・ベッド・ラボおよび 

AIラボの相乗効果によって、我が国の医療が抱える

多くの課題解決を目指します。

11月18日、東北大学病

院みんなのみらい基金

の銘板除幕式を執り行

いました。冨永病院長

が感謝の言葉を、張替

副病院長が基金の活用についての報告を述べた後、ピ

アニスト角田真由子さん、ヴァイオ

リニスト柳沢直美さんとともに除幕

を行いました。後半は、角田さん、柳

沢さんによるスペシャルコンサート

を開催し、患者さんや職員に癒しの

ひとときを提供してくださいました。

銘板はホスピタルモールのピアノス

テージに設置しておりますのでぜひ

ご覧ください。

「みんなのみらい基金」の銘板除幕式を

執り行いました

総合防災訓練を実施しました

クラウドファンディングプロジェクト成立のご報告とお礼

「オープン・ベッド・ラボ」を

開設しました

す きま 時 間 で
リ フ レ ッ シ ュふ

く
ら
は
ぎ
が
ポ
イ
ン
ト

下
半
身
の
ス
ト
レ
ッ
チ

ストレッチは、筋肉を

伸ばし関節の動きを広

げるだけでなく、全身

の血行や代謝の促進、

さらにはリラックス効

果も期待できます。お

手軽ストレッチで、心

も体もリフレッシュし

ませんか？

理学療法士
齋藤 翔吾

ストレッチの 3 原則

1  反動をつけずにゆっくりと

2  リラックスして深呼吸

3  目安時間に従って
 筋肉を伸ばす

災
害
時
、
避
難
所
生
活
の
方
と
車
中
で
避
難
を

さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
も
少
な
く
な
い
と
か
と
思

い
ま
す
。
食
事
や
水
分
を
十
分
に
取
ら
な
い
状

態
で
、 

狭
い
ス
ペ
ー
ス
に
長
時
間
過
ご
し
て
い

る
と
、
血
行
不
良
が
起
こ
り
血
液
が
固
ま
り
や

す
く
な
る
な
ど
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
を

発
症
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
ふ
く
ら
は

ぎ
は
心
臓
か
ら
送
ら
れ
た
血
液
を
筋
肉
の
力
で

押
し
戻
す
役
割
を
し
て
い
ま
す
。
避
難
所
の
狭

い
ス
ペ
ー
ス
や
布
団
の
上
で
も
で
き
ま
す
の
で

実
践
し
て
く
だ
さ
い
。

１
足
の
指
の

付
け
根
と
足
首

２
つ
ま
先
の

上
下
運
動

３
膝
の
屈
伸

足
を
持
ち
ゆ
っ
く
り
足
首
を
回

す
。
足
の
指
の
付
け
根
、
指
の

骨
と
骨
の
間
の
筋
肉
を
や
や
強

め
に
揉
み
ほ
ぐ
す
。

he s s o  c o l umni n f o r m a t i o n

東 北 大 学 病 院 広 報 誌 「 へ っ そ 」 26

両
膝
を
立
て
て
仰
向

け
に
寝
る
。

片
方
の
足
を
立
て

た
膝
と
同
じ
高
さ

に
な
る
ま
で
上

げ
、
ゆ
っ
く
り
と

下
ろ
す
。

両
足
を
伸
ば
し
て
座

る
。
か
か
と
を
着
け
て

膝
を
真
っ
す
ぐ
伸
ば

し
、
つ
ま
先
を
上
げ
下

げ
す
る
。

左
右
30
秒

30
回

左
右
交
互
に
30
回

12月5日、当院内図書コ

ーナーにて第20回から

だの教室「CHRISTMAS 

TALKING with ○・△・

□」を開催しました。講

師にグラフィックデザイナーの赤羽美和さんをお招き

して「ホスピタルアート」のお話と、まる・さんかく・

しかくを描くクリスマスワークショップを実施しまし

た。制作した作品はクリスマスモビールに仕上げて当

院ホスピタルモールに展

示しました。ご参加いた

だいた皆さま、ありがとう

ございました。

第20回からだの教室を開催しました

上げます。ご支援いただきました資金は、レシピ本の発行

のために大切に活用させていただきます。プロジェクトの

状況はReady f o r プロジェクトページの新着情報におい

て随時お伝えしてまいります。引き続きご覧

いただきますようよろしくお願いいたします。 

https://readyfor.jp/projects/tuh01



hesso（へっそ）は東北大学病院の広報誌です。

人のカラダを中心に、いまの医療を中心に、地域

の皆さまにわかりやすく当院の活動を紹介します。

hessoを中心に人の輪ができる、まさに地域の「お

へそ」のような存在を目指します。

www.hosp.tohoku.ac.jp/hesso

www.facebook.com/hosp.tohoku.hesso
Facebook hesso 公式ページ

www.facebook.com/hosp.tohoku
Facebook 東北大学病院 公式ページ

@hosp_tohoku
Twitter 東北大学病院 公式アカウント

編 集後記

新しい治療法や医療機器を開発し、未来型医療をリ

ードすることで、明るい未来をつくりたいと考え、「東

北大学病院みんなのみらい基金」を創設しました。

皆さまからの温かいご支援を賜りますよ

うお願い申し上げます。
http://www.hosp.tohoku.ac.jp/kikin

院内案内、ガーデンボランティアのボランティアさん

を募集しています。患者さんが安心とやすらぎを感じ

ることができる病院をともに作りませんか。皆さまか

らのご連絡をお待ちしております。
https://www.hosp.tohoku.ac.jp/

outline/011.html

ボランティア募集

優秀作品は院内にてポスター
掲示いたします。たくさんのご
応募、お待ちしております！

禁 煙 川 柳 募 集

https://secure.hosp.tohoku.ac.jp/pr/kinen-senryu/ 

募集箱から： 当院インフォメーションボー
ドに設置の応募用紙に必要事項をご記入の
上、 専用の募集箱にご投函ください。
WEB から：下記よりご応募ください。

ご意 見・ご感 想募集
hesso へのご意見・ご感想を募集しています。

住所、氏名、年齢、性別、ご意見・ご感想をご記入

の上、下記宛先までおはがき、E メール、または

フォームでお送りください。抽選で当院オリジナル

グッズをプレゼントいたします。

【 宛 先 】仙台市青葉区星陵町1-1
 東北大学病院 広報室

【Eメール】hesso@pr.hosp.tohoku.ac.jp

【フォーム】secure.hosp.tohoku.ac.jp/
 hesso/contact

東京オリンピック・パラリンピックの開催まで半年を

切りました。テロなどの人為災害も海の向こう側のこ

とではないご時世です。特集インタビューにもあるよ

うに、私たちができる備えは正しい情報収集。デマや

誤報に惑わされないよう心構えを高めておきたいも

のです。 （広報室）
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